大阪学院大学経済学部「情報経済論ＩＩ」　　鬼木教授
６／１８（水）　５限（１６：１０ー１７：５０）
　トピックス　　　ゲストスピーカー　同志社大学講師　北岡真幸
「放送業界における経済のしくみ」をテーマにお話します。
・「ＴＶＣＭと広告市場の価格の決まり方のメカニズム」３０分程度
・「放送番組作成の第一線と今後の番組開発、営業開発」３０分程度
・「質疑応答」小休止はさんで２０分程度
受講生のみなさんへ

鬼木先生のHPから、下記にある「放送産業」の項を一読しておいてください。この項目の中から、特に　放送業務の概略　放送産業の構造・技術進歩と最近の傾向　の項目について、最新の「現場実例」からもお話します。
事前に、教材を印刷しておき、当日の講義をメモ記入していくか、
あるいは、板書をメモして、後日、教材に各自で挿入していくか、
　　を選択してください。
http://www.osaka-gu.ac.jp/php/oniki/noframe/jpn/lecture/gu-under-e/ecinf-2/2003/index.html
【当日配布】
「補足説明」　　　　別途資料を配布します
紹介用「略歴」　　　別途配布（または口頭で紹介）　　　
　【当日持参】
「説明用資料」　　　資料提示装置で提示。

放送業務の概略
放送事業は、新聞・出版事業と並んで「マスコミ」と呼ばれ、国民一般に広く情報を提供する役を担っており、「情報化」の進行とともにますます重要な情報手段になっている。放送は、ニュース等をはじめとする情報の収集に始まり、収集した情報からの番組の作成、および作成した番組の各地への配送および放送を含む「巨大かつ複雑な事業」である。
放送産業の特色は、日々の情報を即時的に扱うこと、少数の番組によって多数の視聴者の要求に答える必要があること、収入を視聴料あるいはコマーシャル料金に全面的に頼っていることなどが特色としてあげられる。

　               　　　　　　　　　　　   受信料金 （月額視聴料）、　ペイーパービュー
　               ―収入様式の特殊化－　　　　　　             
　               　　　　　　　　　　　　　コマーシャル料金 、配信料との複合型
・　ＮＨＫ受信料金 （視聴料）の問題　　　法律的根拠など
　              　　・　民放の「フリーペーパー式」　と　NHKの「半強制的税金的な課金」
・　コマーシャル費用の水準  「個人視聴率」　と　「スポンサーメリット」
　・　放送CMの　スポンサーの「費用対効果」　と　半談合的な「価格調整」
最近の技術進歩により、放送事業の内容は大幅に複雑化し、かつ進歩しているが、他方で視聴者の要求も複雑化し、制度的な矛盾も生じており、さまざまな問題が発生している。
「政治的な問題」　　国民の財産＝電波と言う公器を扱う特殊な産業　
免許事業　 経営も寡占状態　競争の原理が働かない。
・郵政との関係　　「通信行政」との絡み　「情報化施策」との絡み
・ジャーナリズムの原則論　「報道の自由」　　英国には「審議機関」
「制度的な問題」　　放送産業の垂直統合形態とネット系列での経営戦略
キー局は危機的状況にならない　　市場の一極集中、政治中枢に近い
・地方局は統合　　「４県ネット」　「経営統合＝合併吸収」
・地方支局化　　現行のニュース取材、中継体制がNHKのシステムに変化
「経営的な問題」　　放送局の企業経営の特色と企業構成員の特色
知識産業　社員のアイデアと人脈が資本の経営体質　　新聞資本系列
・人が資本の労働集約型経営　　アッセンブリー＝下請け、孫受け制作
・残業比率が高く年収の半分がボーナス　労働争議問題　広告市況依存
・マニュアル化できない社内教育制度　徒弟制度的　個人資質に依存
a． 情報の収集・入手
　　自社の特派員・記者等によるニュース（音声・映像を含む）の収集
　　　　――記録手段の発達により大幅に拡大
　　　　ハンディホンを使う特派員、CNNの出現、イラク戦争の例
他放送事業者からの番組の購入
　　　　――最近において外国からの購入が急速に増大
　　　　韓国映画産業、家電・商社経由、シンガポール経由での輸入
イベント中継・録画（音楽・劇場・スポーツ等）
　　　　権利料の高騰、W杯、オリンピックを契機に上昇、放送ユニット問題
　　　　版権ビジネス、ロゴマーク、肖像権に秒単位で課金
自己プロジェクトによる番組の作成
　　　　①　スポンサー、代理店持ち込みによる営業局を経由した編成
　　　　②　制作局、社会情報局、報道局、スポーツ局経由での編成
　　　　編成局は、キー局やネット局と放送枠と日時を調整してOｎAir
外部プロダクション等へ番組の作成委託・購入――増加傾向にある。
　　　　専業化＝資生堂提供番組「流行通信」はファッション専門業者制作
　　　　W杯の「HBS」＝フランスのワールドカップ専門の制作中継会社
既製のパッケージ情報（映画等）の購入
　　　　映画、家電・商社経由　「ロール輸送」から「ネット配信」へ
　　　　空輸から衛星経由、高速ダウンロードの時代へ
過去における放送記録の再放送・再利用
　　　　　　　　　　　　ライブラリー業務　　ニュース素材検索システム、過去の台本散逸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HDD利用、お茶の間が「テレビ図書館」に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VJによる「街角特派員映像」の出現
検索システム　　　属性検索から「動画像検索」「メタ情報」付加

　　　　　　　　　　　　人工知能処理　　　エージェント（アバター）、BML,TVML生成
　　　　　　　　　　　　DBアプローチ
　　　　　　　　　　　　　　アーカイブ業務　「電子図書館」「スポーツ博物館」
　　　　　　　　　　　　　　再販から流通へ　「地域文化ネットワーク構想」
b． 番組の作成
ニュース、娯楽、教育・教養等の目的により、あらかじめ割り振られた時間の枠に入るようにプロジェクトが編成され、チームワークによって番組が作成される。

「長期間をかけて大型番組を作成する」場合　　　演出性の大河ドラマ
「ニュース等のように即時的に番組を作る」場合　即時性のスポーツ中継
　　　　　　　　　局自前企画、放送ブレーン企画、代理店スポンサー持込企画、台本公募

“開局企画”“周年企画”“期首・期末編成”“X/Y”編成、大災害編成
c． 番組の配送・放送
キー（親放送）局による番組（制作娯楽、報道スポーツ）の作成・放送
民放の場合　コマーシャルの作成（実際は広告代理店）・放送（ローカル含む）
　　以上、あわせて「ネットワーク」と呼ぶ。
　　

黒ネット、白ネット　　：　すべてのCMがつく番組、つかない番組
　　ニュースネットワーク　：　ニュース素材（VTR,生中継映像）の配信
映像伝送網（NTTの光ファイバー、マイクロウェーブ回線等）を使用
各地の放送局（民放ではキー局下の「ネットワーク」内ローカル局）に
番組を配送、販売
　　甲子園⇔光⇔ABC⇔マイクロ回線⇔ANB東京⇔マイクロ回線⇔ネット各局
　　甲子園⇔光⇔ABC⇔衛星回線⇔NHK東京⇔放送衛星⇔各受信機
キー局の制作番組を「ネット番組」としてローカル局に伝送するキー局のコマーシャル収入を「ネット配分費」としてローカル局に支払う

　　　伝送（放送形態）：　ライブ（L）　　リモート（R）　　VTR　　　時間違いネット　　
　　　　　番販　：　系列以外の局へ販売　　テープ輸送
キー局、ローカル局、中継局（遠隔地用）の放送施設により、番組を放送
一般の場合には放送塔等からの電波による放送　　山上の中継局
難視聴地域においては共同受信と有線テレビ放送との組合せによる
衛星放送の利用した伝送
　　　　　　　　　　　　 ・伝送費が安くなった　　　　　　軍事衛星の民用化
　　　　　　　　　　　　　・簡易伝送システムの誕生　　　　CNNの例
　　　　　　　　　　　　　・衛星インターネットの利用　　　ギガビットクラスの通信
　　　　　　　　　　　　　・CATVインターネット　　　　　電話と番組とコンテンツ
２．放送産業の構造・技術進歩の最近の傾向
ａ．放送がもたらす情報に対する需要の増大・多様化
世界経済・日本経済の成長、「情報化」、日常生活・社会生活の向上と複雑化にともない、テレビ等によって供給される情報に対する需要は上昇の一途をたどっている。
「TVモニター」を通じたブラウジング行為　　PCでの「テレビ視聴」
技術決定論　「情報家電」「高度情報ネットワーク」
一般的な情報だけでなく、特定の職業、地域、年齢の者に必要とされる情報に対する需要も増大している。
One to One マーケティング　　個人視聴率、ピープルメーター
POSシステムとTV通販、データ放送を使ったマーケティング

AIを使った「お買い物エージェント」　「インターネット冷蔵庫」
また、映像文化とともに育った世代が社会人口の多数を占めるにともない、一部に「活字離れ（映像によって表現される情報は、活字によるものより理解しやすい。）」が生じ、映像情報への依存度が上昇している。
「情報の可視化」　　マルチメディアコンテンツ＝動画、静止画、空間情報
「指示言語」「イメージの付与」　　　放送教育、W杯の「スカウティング」
しかし、他方、パッケージ型情報手段（ビデオカセット、コンパクトディスク等）が急速に普及し、放送事業者の強力な競争相手に育ってきた。
また、放送についても、直接の（オンラインの）視聴ではなく、番組を一旦録画・録音した後に視聴する形式が普及しつつあり、そのための深夜放送も一般化し、パッケージ型情報手段と放送が相伴って発展する傾向も生じている。

CS局の「EP放送」　HDDをつかった番組視聴、テレビで「お買い物」
近い将来において、CATVおよび広帯域電気通信システム（電話をかけてテレビを見る）も、現存放送システムの競争者として出現するものと予想される。
　　　　　　　　情報スーパーハイウェイ「岡山リットシティ」光IP通信
次世代携帯電話での「テレビ番組視聴」、「PDA」への配信
　　　　　　　　「道の駅」での「観光情報」＝お天気カメラ、ドキュメンタリーなど

テレビ映像素材を利用＝WEB情報ともあわせて「検索・提示」「流通・探索」
無線インターネットの利用　　電車内、車内で「移動体向け通信」

ｂ．放送における技術進歩

コンピュータ技術IC・LSIの大容量化と価格低下、通信手段（光ファイバー、衛星通信）の進歩、情報蓄積・再生手段（テープ、ディスク等）の進歩により、放送産業は最近10年間大きな変革を体験しつつある。

放送産業分野における主要な技術進歩の内容：スポーツ中継から考える
　　情報収集範囲の（録画・編集）の拡大と柔軟化
　　　　――録画・再生・編集機器の充実・小型化・高性能化
　　　　　　ベルリン五輪の水中カメラ　　　軍事技術の転用　　政治利用
東京五輪のカラー化　　　衛星技術進歩　アポロのライブ感覚
　　　　小型VTR編集機、ENGカメラ、ビデオテープ、中継車の出現
番組のパッケージ化による輸送・販売の自由
　　　　　　映画の幕間の「ニュース映画」＝船便で２週間（～１９６０年代）
　　　　VTR素材輸送　航空貨物で８時間＝税関の簡素化、高速大量輸送
キー局による放送、地方局による中継放送の完全自動化
　　　　――大型コンピュータによる放送業務の自動制御
　　　　　　CM・番組自動創出装置、Q信号の開発、自家発電装置
　　　　　　気象台の日本標準時の利用と系列局間の情報システム化　

番組作成時の映像加工、図形・グラフ等のスーパーの使用が自由化
――テープ編集機、パーソナルコンピュータ・その結合によるグラフ機能の進歩による　　
写植による字幕　デジタルによる野球のSBO、ゴルフ中継のCG
サッカーセリエA（伊）　オリベッティのオフサイド表示システム
ゴルフの「隠しホール」の映像をネットで送信　鳥取９２年
　　　　　　　　将来はスキー競技の１２台の中継カメラをCGグリッドで表示
外国語放送の自動翻訳・自動編集等
　　　　――人工知能技術（AI）の発展による
　　　　　　ニュースでの発話頻度　音声認識によるキーワード抽出技術
　　　　　　「中田のゴールシーンだけが見たい」　動画像の「一発検索」
　　　　　　「複数シナリオによるTV映画」=「番組生成」言語で会話
チャンネル数の増大（空中波放送、ケーブル放送、衛星放送）
　　　　――ディジタル技術の進歩による番組「圧縮」方式の実用化

　　　　W杯２００２年　韓国試合を２面大型モニターで放映

　　　　２台のカメラでハイビジョン中継、衛星で送って合成

　　　　日本ビクター、通信・放送機構、W杯国際放送センター（横浜）

放送産業外の関連分野における技術進歩（競争相手の変化）
　　パッケージ型情報の供給（レンタルビデオ）
　　　　――ビデオ機器・テープの低価格化
　　　　テープ低価格化により「繰り返し録画・編集」が可能に
　　　　フィルムは２回使えない＝純国産製品からアジア製品へ
　　　　アジアでの海賊版番組の販売　台湾CATVの違法行為、中国の海賊版

韓国の衛星事情　スピルオーバー問題　漢字による日本語理解

　　　　新宿・大久保・ミナミ・岐阜　　外国人向けの母国番組のDVD

CATVの発展
――多チャンネル伝送路の実現（日本は米・欧に大幅におくれた）
　　　　米メディア産業のコングロマリット化　　ワーナー、ソニー　など
　　　　通信・家電・放送業界　では　労働資本の移動が頻繁
　　　　映画産業の比重、軍産共同体の民用転換　GE
　　　　全米最大のMSO（CATV統合事業者）を買収したAT&T
　　　　ラジオ局が市場で売買取引　大学経営の公共放送局
広帯域ディジタル電気通信技術（将来――2000年以降に普及）
　　　　――電話（光ファイバー）による放送・ビデオ伝達

　　　情報スーパーハイウェイ　岡山「リットシティ」　高速光IP網　
月額３００円　電子行政、遠隔教育、電子商取引　コンテンツ流通
　　　

　　　「デジタルシティ」　海外７０都市に存在　CGと実写で街路再現　

　　　「情報の可視化」による街路探索ナビゲーション、ウォークスルー

３６０通りに着替えができるアバターエージェント、
CATVとリンクするパリ、電話と直結するヘルシンキ、航空写真の上海
　　　「地域文化ネットワーク構想」　京大、NTT　１４４億円
　　　博物館、美術館、図書館、企業、商店、家庭をATM、衛星、光、TV網で

マルチメディアコンテンツ化　情報流通基盤構築
